
要　旨
本研究では、本学初年次学生に対して開講される大学体育実技（健康スポーツ教育Ⅰ）の

授業を通して、コミュニケーションスキル向上を意図した授業展開を実践し、その効果につ
いて検討することを目的とした。対象者は、令和 5年度に入学した初年次学生のうち、健康
スポーツ教育Ⅰ（バレーボール）を選択した 274 名とした。コミュニケーションスキル尺度
ENDCOREsおよび自由記述式によるアンケート調査を実施した。その結果、コミュニケー
ションスキルにおいては、自己統制、表現力、解読力、自己主張、他者受容、関係調整の 6
つのすべての因子において pre調査から post調査にかけて得点が有意に向上した。また、自
由記述式の回答から、バレーボールにおけるスキルの習得や試合場面などにおいてコミュニ
ケーションが重要であること。チームワークやモチベーションを高めるためにコミュニケー
ションが重要であること。そして、本科目独自のプログラムとして実施した「人間性向上プ
ログラム」がコミュニケーションに関する学びに繋がったことが明らかとなった。
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１．はじめに

近年、学校教育や社会人に必要な素養の一つ
としてコミュニケーションスキルが挙げられる。
文部科学省では、子どものコミュニケーション
能力の育成を図るため「コミュニケーション教
育推進会議」を設置し、これからの時代を生き

ぬく子どもたちにとって、コミュニケーション
は基礎的な能力とし、その必要性が示された 1）。
また、2008 年の中央教育審議会の総会におい
て、「学士課程教育の構築に向けて（答申）」が
取りまとめられ、学士力について提起された 2）。
この答申では、すべての学生が卒業までに身に
付けるべき能力として汎用的技能が定義され、
コミュニケーションスキルの獲得が明文化され
た。
しかしながら、近年、大学生が希薄なコミュ
ニケーションスキルを基盤に人間関係を構築し
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ていること 3）や青少年の社会的関係構築能
力・コミュニケーション能力が低下しているこ
と 4）などコミュニケーションに関連する様々
な課題が指摘されている。
一方で、体育やスポーツ活動は身体的な側面

のみならず、心理的側面や社会的側面に様々な
影響をもたらすと考えられている。杉山 5）は
大学体育授業がコミュニケーションスキルに及
ぼす影響について調査し、授業後に感情表出ス
キルと解読や伝達のコミュニケーションに対す
る自己評価などが向上したことを報告している。
また、西田・橋本 6）は社会的スキルの向上を
意図した大学体育実技のプログラムを実践して
おり、「共感・援助スキル」が有意な介入効果
を見出したと報告している。林ら 7）は授業内
において、状況判断や対応の求められる場面を
設定し、リーダー役の設定、活動中の肯定的な
対人行動、ニックネームでの呼び合いなど適宜
グループを構成した活動を促すことによって、
将来的なコミュニケーション活動に対する自己
効力感や授業を通じて得た友人数の増加が認め
られたとしている。これらのように、大学体育
を通してコミュニケーションスキルや社会的ス
キルの向上を図る報告がなされている。コミュ
ニケーションスキルが低下し、関係構築能力が
低下している学生が増加しているといわれる昨
今の学生を鑑みるに、大学体育を通したコミュ
ニケーションスキルや社会的スキルの向上を図
る取り組みは極めて重要であると考えられる。
併せて、中山ら 8）によれば、大学の初年次の
授業内で形成された対人関係に対する動機づけ
は、学生の対人適応に結びつき、対人適応を介
して学業への適応がもたらされることを報告し
ており、初年次学生におけるコミュニケーショ
ンスキルの獲得は、今後の学生生活を円滑に送
るための重要な要素となる。
そこで本研究では、本学初年次学生に対して

開講される大学体育実技（健康スポーツ教育
Ⅰ）の授業を通して、コミュニケーションスキ
ル向上を意図した授業展開を実践し、その効果
について検討することを目的とした。

２．方法

（1）対象者
本研究の対象者は、令和 5年度に入学した初
年次学生のうち、健康スポーツ教育Ⅰ（バレー
ボール）を選択した 284 名であり、データの
揃った 274 名（男 175 名、女 99 名）を分析対
象とした。対象者の所属学科は表 1に示した。

表 1　対象者の所属学科

（2）調査時期
本調査は、令和 5年度前期に開講された「健
康スポーツ教育Ⅰ（バレーボール）」の授業に
おいて、2回目の授業時に preアンケート調査、
13 回目の授業に postアンケート調査を実施し
た。なお、担当教員は調査の際に、調査の目的、
調査内容、個人情報の取り扱いについて説明し、
回答の内容によって授業評価に一切影響を及ぼ
さないことを伝えた。

（3）調査内容
1）コミュニケーションスキル
コミュニケーションスキルの変化を測定する
ため藤本・大坊 9）が作成したコミュニケー
ションスキル尺度 ENDCOREsを使用した。こ
の尺度は言語および非言語による直接的なコ
ミュニケーションスキルを測定することが可能
であり、自己統制、表現力、解読力、自己主張、
他者受容、関係調整の 6つの因子から構成され
る。これらの 6因子は、基本スキル（自己統
制・表現力・解読力）と対人スキル（自己主
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張・他者受容・関係調整）に分類され、24 の
質問項目に対し 7件法（かなり得意：7点～か
なり苦手：1 点）で回答するものである。尺度
についての信頼性と妥当性は認められている。

2）自由記述
コミュニケーションに関する授業での学びを

概括するために、13 回目の授業時に自由記述
式のアンケート調査を行った。「健康スポーツ
教育Ⅰ（バレーボール）の授業を振り返り、
『コミュニケーション』はどのような場面で重
要であると感じましたか。また、学んだことや
理解したことについて記述してください。」と
いう問いに対して、自由記述式による回答を得
た。

3）授業展開
1 週目は全体オリエンテーション実施後、種

目分けを行い、種目別のオリエンテーションを
実施した。2週目以降はこれまでの先行研究 7）

10）11）をもとに、学生間コミュニケーションを
促進するため、2週目から 6週目は授業ごとに
グループを替え、7週目から 13 週目までは固
定のグループとした。また、各グループにリー
ダー役を 1名設けたが、授業全体を通して固定
することはせず、授業回によってリーダー役を
変更した。なお、グループ分けについて、2週

目から 6週目は授業担当者が無作為に振り分け
グルーピングを行った。7週目から 13 週目ま
での固定のグループは第 2回授業時に実施した
技能テスト①の結果から、各チームのバレー
ボールスキルが同程度となるように授業担当者
が振り分けグルーピングを行った。3週目から
12 週目までは授業時間前半をグループでの練
習時間、後半を試合時間として設定した。その
際、前半のグループ練習では各回バレーボール
の基本となるルールやプレーに関する課題を与
え、グループごとに話し合いをする時間を設け、
課題解決に向けて練習に取り組んだ。後半の試
合では試合前にグループごとのその日の試合に
おける目標を設定し、グループ内で共有するよ
う指示した。活発なコミュニケーションを図る
ため、話し合いでは目標設定法である SMART
の法則に則り、話し合いを進めるよう促した。
なお、SMARTの法則については、第 2回目の
授業時に授業担当者が関連する資料を用いて説
明を行った。
加えて、本科目独自のプログラムとして「人
間性向上プログラム」を実施した。前期の期間
中は「チームワーク」や「コミュニケーショ
ン」に関する全 10 回のプログラムが用意され、
授業内で担当教員からテーマに添った講話を
行った。なお、講話の際には A4 用紙 1枚程度
の関連資料を基に講話を行い、講話を受けた感

表 2　授業の主な内容と人間性向上プログラムのテーマ
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想やテーマに関する自身の考えなどを少人数グ
ループで意見交換をする時間を設けた。主な授
業内容や人間性向上プログラムのテーマを表 2
に示す。

4）分析方法
コミュニケーションスキルの変化について、

pre調査（第 2回授業時）と post調査（第 13
回授業時）の各因子得点に対して対応のある t 
検定を行った。なお、すべての統計分析の有意
水準は 5％とした。統計処理には IBM SPSS 
Statistics 25 を用いた。
自由記述について、分析者の恣意的な解釈を

排除し、客観的かつ全体的な傾向を把握するた
め、KHCoderを用いてテキストマイニングに
よる分析を実施した。テキストファイルの各行
に 1文ずつ入力した自由記述から、自動的に語
の抽出およびそれらの語の共起ネットワークを
作成し共起関係を探った。

３．結果と考察

（1）コミュニケーションスキル
コミュニケーションスキル向上を意図した授

業展開を実践し、その効果を検証するためコ
ミュニケーションスキル尺度 ENDCOREsを用
いて測定を行なった。2回の調査（pre調査、
post調査）における各因子の平均値と標準偏差
を表 3に示す。ENDOCOREsの各因子を従属
変数として対応のある t検定を実施したところ、

「自己統制（t（274）=7.64，p<.01）」、「表現力
（t（274）= 8.97 ， p<.01）」、「読 解 力（t（274）= 
11.61 ， p<.01）」、「自 己 主 張（t（274）= 9.17 ，
p<.01）」、「他者受容（t（274）= 8.50，p<.01）」
「関係調整（t（274）= 10.24，p<.01）、」の因子
において、pre調査より post調査において得点
が有意に向上した。
本研究では、昨今の学生にみられるコミュニ
ケーションスキルの低下や関係構築能力が乏し
い学生が増加しているといわれる状況を鑑み、
大学体育実技（健康スポーツ教育Ⅰ）の授業を
通して、コミュニケーションスキル向上を意図
した授業展開を実践しその効果について検討し
た。その結果、自己統制、表現力、解読力、自
己主張、他者受容、関係調整の 6 つすべての因
子で pre調査より post調査において得点が有意
に向上した。
コミュニケーションスキルについて戸田ら

12）は、グループ内のディスカッションや意見
交換等により、相互の考えを深めることや、ア
クティブ・ラーニングを取り入れた授業展開が、
全体的なコミュニケーションスキルの向上に繋
がると述べている。本研究においては、毎授業
時に前半の練習を行う場面、後半の試合実践の
場面において、グループ内での意見交換や話し
合いの場面を設けた。また、本科目独自のプロ
グラム「人間性向上プログラム」を実施する際
にも、少人数のグループを作り、自身の意見を
伝える場面や他者の意見を聞き入れる場面を意
図的に設けた。毎時間のそれらの活動が基本ス

表 3　コミュニケーションスキル（pre調査、post調査）における各因子の平均値と標準偏差
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図 1　自由記述における共起ネットワーク

表 4　自由記述における頻出語及び出現頻度
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キルや対人スキルに影響を及ぼし、総合的なコ
ミュニケーションスキルの向上に繋がったと示
唆される。また、向出 13）が実施した大学生に
よるダンスの授業を通したコミュニケーション
力の変化を検討した報告では、実際に体を動か
しながらコミュニケーションを図ることで、特
に表現力についての肯定的なコミュニケーショ
ン能力を高めるとしている。本研究でも、互い
に体を動かしながら課題練習に取り組む姿や声
を掛け合いながら試合に臨む姿が随所に見られ
た。それらの行動が本研究においても同様の効
果を及ぼしたと考えられる。加えて、Pauline & 
John14）によれば、グループ内で目的や目標を
設定し共有することで、チームワークに好影響
をもたらし、グループの活発なコミュニケー
ションに繋がると報告している。本研究では、
試合に臨むにあたって、試合前にはグループご
とに話し合いの場を設け、その日の目標（テー
マ）を設定し活動した。その働きかけがチーム
ワークを高め、グループ内の活発なコミュニ
ケーション活動に繋がり、コミュニケーション
スキルの向上に寄与したと考えられる。

（2）自由記述
自由記述の回答からテキストファイルの各行

に 1文ずつ入力し、自動的に語の抽出およびそ
れらの語の共起ネットワークを作成し共起関係
を探った。

1）頻出語の抽出
助詞や助動詞などの一般的な語は除外され、

すべての名詞、動詞、形容詞が抽出された。分
析対象となった文は 990 文、総抽出語は 12,305
語であった。頻度分析のうち 50 回以上出現し
た単語上位 30 語までを表 4に示す。
上位の語に着目すると、「コミュニケーショ

ン」が全体の 2番目に多く抽出された。本研究
の調査内容における主たるキーワードにもなっ
ており、多頻度で使用されたことが考えられる。
また、質問内容として、「健康スポーツ教育Ⅰ
（バレーボール）の授業を振り返り、『コミュ
ニケーション』はどのような場面で重要である
と感じましたか。」という問いについて回答を

求めており、対象者の回答が質問内容の語に準
じた形式で記入された可能性があるため、同様
に「バレーボール」や「重要」の語が多くなっ
たと考えられる。
続いて、他者とのかかわりに関する「チー
ム」「チームワーク」「人」「グループ」「メン
バー」「協力」「お互い」の語が高頻度で抽出さ
れた。本研究はバレーボール受講者を対象に調
査を行った。バレーボールはチームスポーツで
あり、本科目では基本的に毎回 6人のグループ
で活動を展開した。バレーボールは 1人が連続
してボールにコンタクトすることができないた
め、メンバーとの協力、支え合いながら活動を
進めていくことが求められ、様々な場面でコ
ミュニケーションが必要になってくる。佐藤
15）も大学生のバレーボール授業において「他
者との相互作用」がバレーボールそのものを成
立させ、楽しむ上でも重要であると述べている。
本研究においても他者とのかかわりが十分に図
られるよう意識的に授業を展開した。それらの
ことを踏まえると、これらの語が高頻度で抽出
されたことは授業の目標が達成され、コミュニ
ケーションスキルの向上に繋がったと示唆され
る。その他、具体的な場面やコミュニケーショ
ンの手段に関すること「声」「試合」「話す」
「会話」の語が抽出された。

2）共起関係の探索
抽出された頻出語同士がどのような共起関係
にあるのかを探ったところ、共起ネットワーク
は図 1のようになった。本研究では共起ネット
ワークの作成にあたり、抽出語の最小出現数
20、共起関係の強さを示す Jaccard係数が 0.27
以上のものを表示するように設定した。共起関
係の程度および共起ネットワークの関係性によ
り、6つのサブカテゴリーが出現した。
①サブカテゴリーをみると、「重要性」を軸
に「授業」「理解」と共起関係が結ばれている。
これら語のコンコーダンスを確認すると、主な
記述として “授業を通してコミュニケーション
の重要性を理解した。”や “ 授業の中で仲間と
コミュニケーションを取ることによって、より
良い関係を築くことができるし、とても重要だ
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と理解することができた。”などの授業を通し
て、コミュニケーションの総合的な学びに関す
る記述がみられた。
②サブカテゴリーをみると、「スキル」を軸

に「習得」「実施」「必要」「グループ活動」と
共起関係が結ばれている。これら語のコンコー
ダンスを確認すると、“バレーボールのスキル
を上達していくうえでチームワークやコミュニ
ケーションは大切であると感じた。”や “ パス
やレシーブなどのスキルの習得はグループ活動
であるからこそみんなで話し合いながら楽しく
取り組むことができた。”など、バレーボール
のスキル（技）の獲得においてもコミュニケー
ションを通した学びが重要であるとの記述がみ
られた。
③サブカテゴリーをみると、「コミュニケー

ション」を軸に「チームワーク」「思う」と共
起関係が結ばれている。これら語のコンコーダ
ンスを確認すると、“チームワークを高めるた
めにはコミュニケーションが大切だ。”や
“ チームでミーティングを行い、コミュニケー
ションを図ることでチームワークを高め合うこ
とができると思った。”など、チームワークを
高めていくための手段として、コミュニケー
ションを図ること重要性に関する記述がみられ
た。
④サブカテゴリーをみると「チーム」を軸に

「バレーボール」「自分」「人」「声」「試合」と
共起関係が結ばれている。これら語のコンコー
ダンスを確認すると、“試合のときにコミュニ
ケーションを取らないとうまくパスも繋がらな
いし、得点も入りにくいので自分から積極的に
声を出すようにした。”や “ たくさん勝つチー
ムは、バレーボールが上手い人がいるというこ
とではなく、お互いに試合中に声をかけあい、
コミュニケーションをたくさん取っていると感
じた。”など試合の場面におけるコミュニケー
ションの重要性に関する記述がみられた。
⑤サブカテゴリー「雰囲気」を軸に「ミス」

「良い」と共起関係が結ばれている。これら語
のコンコーダンスを確認すると、“チームメー
トとのコミュニケーションを取ることで、チー
ムの雰囲気も良くなり、団結力も上がったと思

う。”や “ チーム内のコミュニケーションを活
発に行い、誰かがミスをしても励まし合うよう
に心がけると、チームに強い絆が生まれ雰囲気
も良くなっていくと思った。”など、コミュニ
ケーションによるチーム力の高まりやモチベー
ションの向上に関する記述がみられた。
⑥サブカテゴリー「人間性向上プログラム」
を軸に「課題」「学ぶ」と共起関係が結ばれて
いる。これら語のコンコーダンスを確認すると、
“人間性向上プログラムで学んだ、コミュニ
ケーションの大切さなどを理解し、バレーの
チーム内でも積極的にコミュニケーションをと
ることで、チームワークの向上に繋がった。”
や “ 人間性向上プログラムの課題を通して、グ
ループ活動にはチーム内のコミュニケーション
が重要になると学んだ。”など、人間性向上プ
ログラムによって、コミュニケーションに関す
る学びが得られたとの記述がみられた。
これらの結果を踏まえ、本研究で展開した授
業での学びを概括すると、②や④のように、バ
レーボールのスキルの習得や試合場面などにお
いてコミュニケーションが重要であること。③
や⑤のようにチームワークやモチベーションを
高めるためにコミュニケーションが重要である
こと。そして、本科目独自のプログラムとして
実施した「人間性向上プログラム」がコミュニ
ケーションに関する学びに繋がったことが明ら
かとなった。

４．今後の課題

本研究においては、大学体育授業が初年次学
生のコミュニケーションスキルに及ぼす効果を
示したが、いくつか研究デザイン上の課題が残
された。例えば、対照群が未設定であることや
種目、専門性ついて検討されていないこと、ま
た学生の性別や技術、体力レベルについて考慮
されていないことである。これらについては、
今後検討していく必要があると考えられる。さ
らに、授業展開において、学生に対するどの教
授行動や内容がそれらの効果を高め、促進させ
るのか、また、コミュニケーションスキル各因
子の相互的な関連性や因果関係を考察するまで

大学体育が初年次学生のコミュニケーションスキルに及ぼす影響－健康スポーツ教育Ⅰ（バレーボール）の授業を通して－ 65



には至っていない。よって、それらを詳細に把
握する調査法を検討し、課題解決に向けた取り
組みが今後必要である。
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